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近年、フレキシブルエレクトロニクスの構成素子として比較的高移動度な高分子有機半導体で

ある P3HT (Poly3-hexylthiophene-2,5-diyl)が注目されている。P3HT は細い繊維状にする事によって

繊維方向に配向させることができる為、導電率の向上が見込まれる。P3HTのファイバー化にはエ

レクトロスピニング法(ES 法)を用いる手法が広く研究されているが[1][2]、ファイバーは微細化す

るほどその取り扱いや強度が課題となり、また、トランジスタなどエレクトロニクスデバイスへ

応用した際の制御電流が制限されてしまう。本研究では補助剤として PEO (Polyetylene-oxide)を用

いて P3HTファイバーの細線化、及び平行した複数本のファイバーの作製を行った。 

本手法ではクロロホルムに対して P3HT:1wt%, PEO:0.25wt%の割合で溶液を作製した。本手法の

ES 法では対向する 2 枚の電極にファイバーを直接取得する事で同一方向のファイバーを作製し

た。その後、エタノールに浸漬させ PEO の除去を行い、浸漬時間に対する電流-電圧測定を行っ

た。図 1に示すようにエタノール浸漬時間の増加に伴い、電流値の増加が確認された。これは PEO

が溶出することによって、P3HT の導電率が観察されたものと考えられる。また、電流値の変化が

確認できることから、エタノール浸漬時間に関わらず断線すること無く P3HT ファイバーが作製

できたものと考えられる。 

この手法により P3HT ファイバーの

本数や配向性に対する定量的な評価が

可能になるだけでなく複数本のファイ

バーを集合体として用いることで制御

電流や強度の向上が見込まれる。  
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